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RQ3：LA は、「補助的役割」以外で、どのような存在なのか。  
本研究は、外国語教育における 1 つのケースとして、日本語が国語ではない海外の日本
語教育に焦点化した。また、本研究では、筆者自身のオーストラリアにおける中等教育で
の LA としての経験を取り上げる。 
1.1.2 用語の定義 



















② ど のように言語は学習されるのが良いのかという言語学習観、③教師や学習者、LA はど
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筆者が、1 年間 LA として実践をしたオーストラリアの高校をフィールドとする。研究
データとしては、次のものを用いた。2017 年 4 月から 2018 年 3 月までの実践中に記録し
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3.1 LA は実践においてどのような関係を築いたのか 




④日本語学習と LA の強固な結びつき【実践後期】 
⑤意識的な生徒との差別化【実践後期】 
⑥努力が呼応し合う関係【実践後期】 







一方で、先生からみた LA と学習者の関係は以下であった。 
⑦生徒にとって「ポジティブ」な日本語学習の経験【実践初期】 
⑧場つなぎのコミュニケーション【実践中期】 
⑨生徒と LA の関係の波及【実践後期】 
⑩生徒と LA の境界線【実践後期】 
先生は、LA に関して、生徒の日本語学習への印象に大きな影響を与える立場であり、
生徒が伝えたいことを日本語でやりとりしようとする意志を育てる役割があると考えてい
た。LA と生徒との関係についての先生の視点の 1 つである、「生徒の日本語学習への印象
に大きな影響を与える」という点は、LA も自ら体験した関係性の要素である。また、LA
が生徒と意識的に差別化したことは、先生、そして LA も共通して肯定的に捉えた。 





















































3.2 LA のなかで実践中に価値観はどのように変容したか 
































3.3 LA は、「補助的役割」以外でどのような存在なのか 
RQ3 について、RQ1 と RQ2 から以下のようにまとめた。 
●LA の教師や学習者それぞれとの関係性、教師や学習者の対応、様子、言葉が大きく
影響している。先生、生徒の 3 者で、実践を通して共構築される存在。そしてその過




この 2 つは、LA が実践中に、①生徒や先生との関わりを通して LA が見出したもの、
そして②先生や生徒の発言や様子から LA が考えたもの、さらに③先生の LA の捉え方、




これまで、他にたくさんの LA と実践を行った先生の中でも、「LA はどのような存在か」
194
??????????? 26?
  ― 7 ―  
 
という考えは変化があった。これも特筆すべきことだろう。つまり、実践を通して、先生






1）LA、先生、生徒の 3 者がともに、実践を通して構築する 
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